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「京大 らしさ」 を展示 す る
瀬戸口烈司

私が館長 に在職 していたあいだ,も っ とも心 を く

だい たの は展示 についてであった。常設展示 はもと

よ り,企 画展示 をどの ようにす るか。展示 は,お お

げ さにいえば,博 物館の生命線であ る。展示がつ ま

らない もの だったら,博 物館の価値が な くなる。そ

の逆 に,展 示 を通 じて,「 京大 らしさ」 を浮か び上

が らせ るこ ともで きるはず だ。そ うすれ ば,総 合博:

物館が京大 を代表する附属施設の ひとつ として機能

で きるだろう。展 示 をつ まらない もの にす るわ けに

はいか ないのであ った。

1997年4月 に京大総合博物館が正式 に発足 し,河

野昭一初代館長 と9名 の教官,5名 の事 務官が初期

の運営 にあ たった。5月 には来年度概算 要求の原案

をま とめ なけれ ばならない。発足当初の職員 は,め

ま ぐる しく回転す る動 きに身をゆだねなければなら

なか った。

京都帝国大学 は,1897年 に発足 した。1997年 は,

京大創設100周 年 にあた る。その年 に総 合博物 館が

京大 に附置 された。井村裕夫総長(当 時)の 意向 も

あ り,今 は総 合博物館 の本館 と呼 ばれて いる文学部

博 物館 の建物 を中心 に,秋 に京大百周年記念展示会

を開催 した。学内の各学部,研 究所 の履 歴 ・活動 の

目玉の ほか,ノ ーベル賞 など国際賞の受賞者,文 化

勲章受章者 を紹介す るとともに,京 大の登山 ・探検

の コーナー も設けた。

私 は,当 時は総 合博:物館の協議 員の立場 にあ り,

博 物館 の運営 には直接 にはタ ッチ してい なか った

が,百 周年記念事業 の 「登山 ・探検の コーナー」に

は身 を乗 り出 さざる をえなか った。京大の登山 ・探

検の伝統 の実状 を熟知す る立場の者で ない と,そ の

コーナーの担 当はつ とまらない。京 大の登山 ・探検

の伝統 は学 生団体 の山岳部 ・探検部 に受 け継 がれて

いる。現在 の山岳部長 はアフ リカ地域研究セ ンター

の田中二郎 教授 で,探 検部 長は私である。総 合博物

館構想 の取 りまとめの段階か ら関与 していた私が,

百周 年記念 展のなかの 「登山 ・探検 の コーナー」を

担 当す ることにな った。

田中二郎教授 に協力 を依頼 した ところ,海 外 出張

が予定 されている というこ とで,代 わ りに山岳部 の

OBで,学 士山岳 会会員 の清水浩博士(農 学研究科

地域 環境科 学専攻助 手)を 紹介 して くれた。清水博

士 が 「登山」のコーナーを,私 が 「探検」の コーナー

を担 当 して仕上 げた。この百周年記念展 は,「 京大

らしさ」を浮かび上 が らせ る にあた って,た いへ ん

に効 果があ った。野外研究 の華 々 しさが,す ごい迫

力 をもって,観 る人 を魅 了 した。

そ して,霊 長類学 をは じめ として世界各地で展 開

してい る各 分野の野外研究 の成果 を開示す るこ と

を,総 合博物館の常設展示の主眼 にす ることがす ぐ

に決 まった。百周年記 念展 の準 備の さなかの9月

に,生 態学研究 セ ンターの井上民二教授 が飛 行機事

故 で殉職す る とい う悲報が飛 び込 んだ。井上教授 も

探検部 の出身であ る。井上教授 が取 り組んでお られ

たボルネオのランビル熱帯雨林の現状 を博:物館のな

かで紹介 で きないか と,当 時の河野館長は考 え付 い

た。常設展示場 に熱帯の森林 を復元す るとい う計画

は,こ うして生 まれた。

この展示 を担当 してい る過程で,た いへ ん重要 な

こ とに気が ついた。今西錦司 に率い られて京大 のな

かで登 山 ・探検 の伝統 を築 いて きた旅行部,学 士 山

岳会,京 都探検地理学会,生 物誌研 究会,山 岳部,

探検部 はすべ て任意団体で,文 部省の官制 の組織で
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はない。しか し,今 西が提 唱 したサル学 を発 展 させ

るべ く,1967年 に霊 長類研 究所が京都大学 に附置

された。その2年 前の1965年 には,地 域研 究 を目

指す東 南 ア ジア研 究 セ ン ターが 設置 され てい る。

1986年 にアフリカ地域研 究セ ンターが,1991年 に

生態学研究 セ ンターが 附置 された。この ように海外

での野外研究 を展 開す る官制 の研究機関が,京 都大

学内 に設置 されてい ったのであ る。

登山 ・探検 とい う行動面 で薫陶 を受 けた山岳部 ・

探検 部の出身者 の中か ら,そ れ らの附置研究機関 に

職 を得 て,研 究 を展開す る例 が続出 しは じめ た。こ

れ こそが京都大学 の特徴 であ り,強みであ る と思わ

れ る。伝統 は,け っ して途切れ てい ないので ある。

その伝統 を受 け継 ぐ官制の装置 として附置研究機関

群があ り,任 意団体 として学生団体の山岳部 ・探検

部が健在であ る。山岳部 ・探検部 出身の若手が それ

ら附置研究機関 に身 をおいて研 究 を展 開す る。伝統

を現在につ なぐ装置系がみ ごとに機能 してい るので

ある。

京都 には,も ともと探 検の伝 統,系 譜が あった。

19世 紀後半か ら20世 紀の初頭 にかけて,中 央 アジ

アは古典 的探検 のお もな舞台の ひとつで,日 本 か ら

は大谷探検 隊が大 活躍 を していた。1903(明 治36)

年 か ら1919(大 正8)年 にかけて,カ ラ コルムか ら

中央 アジア方面 の仏教遺跡 を探 検 した。この大谷探

検 隊は学術上 の収穫 を日本 にもちか えった。京都帝

国大学の総長であった羽田亨先生ほかの学者が協 力

して これ を研究 した。

この ように,京 都 に根付 いていた探検 の伝統 は,

東 洋学 を介 して京大 に引 き継がれた。戦後 に人文 科

学研究所 となる東方文化研究所では水野清一教授 を

リーダー に山西省の有名な雲醐の石仏の調査研究 を

お こなった。伝統 を大学 のなか に根付かせ る装置 を

いろいろなかたちで仕掛 けるのは,京 大のお家芸で

ある。

野外研 究(フ ィール ド・サ イエ ンス)を テーマ に

した常設展 示は,伝 統 を現在 につ な ぐ装置系 をみ ご

とに機 能 させ る 「京大 のお家芸」 を も紹 介 してい

る。この ような展示 は,ほ かの大学で はで きないの

で はないか。

(理学研 究科教授,前 総合博 物館長)

国際ブレイク学会 「ブレイクと東洋」関連資料展示

「ブ レイ ク と出会 った 日本,そ の喜 ば しき日々」

[展 示 期間]平 成15年11月27日(木)～12月27日(土)

[会 場]総 合博物館 第1企 画展示室(本 館2F)

大正初期,イ ギ リス ・ロマ ン派 の詩 人 ・画家 ・銅板画師 ウ ィリアム ・ブ レイ ク(WilliamBLAKE

l757-1827)が,文 芸雑誌 『白樺』誌上で,日 本で初めて本格的 に紹介 された。本展 は日本 にお

けるブ レイクの初期 の移 入の状況 を,主 に文献資料 によって紹介す る。『白樺』主催の ブ レイ

ク展 で展示 された複製画 や,当 時の ブ レイク ・コ レクターの所蔵 品を紹介す るこ とで,当 時 の

日本 人が実際眼 に したブ レイクを再 びこ こに蘇 らせ る。

主催 京都大学総 合博物館,国 際 ブ レイ ク学 会組織委員会

協 力 イギ リス ・ロマ ン派学 会,英 国 ロマ ン派学会(BARS),京 都 大学総 合人間学部,京 都大学大学 院人

間 ・環境学研究科,奈 良女子大学,日 本英文学会,日 本比較文学会,日 本民藝館,ブ リテ ィッシュ ・

ア カデ ミー,ブ レイク協 会他

後援 京都大学教 育研 究振興財 団,日 本 万国博 覧会記念協 会,ブ リテ ィッシュ ・カウ ンシル
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平成15年 秋季企画展

21世 紀京大の農学
一食 と生命 そ して環境 一

期 間:平 成15年10月1日(水)～12月27日(土)

〈月 ・火曜 日休館〉

開館時 間=午 前9時30分 ～午後4時30分

〈入館 は午後4時 まで〉

会 場1第2企 画展示室(南 館2F)

ごあい さつ

「人はパ ンのみに生 きるにあ らず。」有名 な聖書 の言葉です。無教 会主義 キ リス ト教者 であった塚本虎二

さんに よ ります と,こ の句は,徹 頭徹尾,食 糧 問題 にかかわ って解釈するべ きであ るといい ます。人 間が

生 きるには,食 べ物 を欠 くことがで きませ ん。その意味で食料 を考 えることが,き わめて大切 である と理

解 してお きま しょう。

京都大 学の農学研究 は,こ の食糧 問題 に真正面 か ら取 り組 んで きました。80年 の歴史 を通 して,革 新 を

続 けて きた科学 の成果 を,時 の流れ に応 じつつ,わ た したちの 「衣 食住」 に関連 させて,そ のあ らゆる分

野 をカバー して,対 象 を広げて きま した。21世 紀 を迎 えて,食 料の絶対量の不足,食 品の安全性,人 間が

生 きることのみ を追求す る独 善が もた らす他の生物への影響,そ こか ら生 まれた彼 らとの共生 を模索 する

考 え方,そ して地球 全体の環境,…,わ た したち人間は,実 に難 しい問題 に直面する ようにな りました。

この新 しい世紀が人間 に とってバ ラ色 に輝 くもの になるか どうか につ いて は,楽 観は許 され ない との見解

さえあ ります。

しか し人間の叡智 は,必 ず やそ うした 「悲観主義」を克服す る もの と確信 します。京都大学の農学研 究

が取 り組 んでい る現実 を,こ こに展示 とい うかたちでお示 ししますが,人 間の明 日の生存 を確保す るの に,

実 に意味 のある研究 を進 めているこ とを認 めていただけれ ば幸 いです。そ して未来 を担 う若 い諸君が,こ

の戦 いに参加 されるこ とを,あ るいは,た とえ戦列 にお られな くとも,熱 い声援 を下 さるこ とを期待 しま

す。

人間の未来 は永遠 です!京 都大学総合博物館長 山中一郎

企画展 「21世 紀京大 の農学 」へのい ざない

この度 の京都大学総 合博物館企画 展 「21世紀京大の農学 一食 と生命そ して環境 一」にあた り,農 学研究

科 ・農学 部の現状 と目指 すべ き将来 方向 をご紹 介 して,ご 挨拶 にかえ させ ていただ きます。

京都大 学農学 部は大 正12年 に設置 され て以来,今 年 で80周 年 を迎え ます。この間,昭 和24年 には学制

改 革 によ り新制京都大 学農学 部 とな り,昭 和28年 には大 学院農学研 究科が設 置 され,そ の後幾 多の拡充改

組 を経て昭和56年 の熱帯農学専攻 の設置 に より10学 科,ll専 攻の構城 とな り,農 学 の総合的研究教 育の

拠 点 と しての体 制が整え られ ま したが,平 成7年 度 か らの大学 院重点化 に伴 う改組 に よ り3大 学科,6専 攻

に統合 され,さ らに平 成13年4月 には食糧科学研究所 との統 合に伴 う再改組 によ り現在 の6学 科,7専 攻
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体制 に整備 され ました。その間,生 命科学研究科,エ ネルギー科学研 究科,情 報学研究科,ア ジア ・ア フ

リカ地域研 究研究 科,地 球環境学堂の設置や,総 合博物 館,国 際融合創造セ ンター,学 術情報 メデ ィアセ

ンター,フ ィー ル ド科学教育研究セ ンターの設立 ・拡充 に協力 して,農 学研 究領域 の拡大 と発展 にも努 め

て きま した。

農学研 究科 ・農学部で は創設以来,食 料 に関わるあ らゆる科学 を,バ イオサ イエ ンス等 の先端 的科学技

術の適用 と環境 との調和 への総合化 を機軸 と して展開す ることによ り,健 康 で豊か な人間生活の基本 とな

る衣食住へ の多様 な要望 に応 えるとともに,人 類 の持続 的繁栄 にとって不可欠な人 と自然 との共存原理 を

探 求す ることを基本理念 と して,生 命 ・食料 ・環境 に集約 され る多面 的な研究 を総 合的に展 開 して,多 く

の有用 な成果 を挙 げて きま した。

20世 紀 の後半か ら顕在 化 し始めた多 くの地球的規模の問題が深 刻化す る中で,人 口の急増 による食料 不

足,資 源や エネルギーの枯 渇,環 境 の保全 と修復,食 の安全性 な ど,農 学が果たすべ き役割は ます ます重

要 になってい ます。京都大学の農学研究 は,こ れ までの研 究教 育の理 念 を踏襲 する とともに,こ れ をさら

に発展 させ るべ く,自 然科学 と社 会科学の連携,地 域性 と国際性 の重 視,長 期的視点 と萌芽性 の尊重 など

を内包 した総合的で学際 的な研 究 を展 開す るこ とによ り,わ が国 を代 表す る農学の総合的研究教 育の拠 点

としてなお一層の発展 を目指 します。 また,こ れ らの研 究 を通 じて,わ が国の農林水産業や関連産業への

貢献 に とどま らず,常 に世界の研究拠点 の形 成 を指 向 し,よ り高い水準の研 究へ 自己革新 を続 け,新 た な

研究領域の 開拓 を も目指 しています。

この度の総合博物館企画展 においては,農 学研究科 ・農学部の研究活動の一端 をご紹介す る とともに,21

世紀社 会における真 の農学研究 の意義 と将来 の方 向性 を広 く知 っていただ きたい と思 い ます。

企画展 「21世紀 の京大 の農学」実行委員長 大学院農学研究科長 高橋 強

展示内容紹介

京大 における研究教育 活動 を一般 の方 々に紹介する とい

う目的で,今 回の企画展 では農学研究科 ・農学部 をと りあ

げ させ ていただい た。京大の 農学研 究 は80年 の歴史 を も

ち,応 用生物学 を中心 とした分 野で活発 に成 果 をあげてい

る。その姿 の一端 を見てい ただ くべ く,南 館2階 の企画展

示室 において分野研究室 を単位 と した69枚 のパ ネル を中心

に展示 を行っている。

京大の農学研 究は多岐 にわた っている。そのキー ワー ド

は食,生 命,環 境 に集約 され るが,簡 単 には全体 も部分 も把握 しきれないので,理 解 しやす いよ うに,研

究の類似性 に従い,69枚 のパ ネルを以下の ように10の コーナ ーにわ けて展示 を行 ってい る。

1.作 物 の科学 一基礎 と応用 一

アジアの イネ生産の未来像 を探 る一焼畑栽培 か ら超 多収栽培 まで 一:作 物 は人間の一番大切 な友達 一新

しい品種の育成 を目指 して一:野 菜や花 に新 しい可能性 を求めて:果 樹の遺伝子診断 一品種改良の効率化

と生理現象の解明 を目指 して一:農 業生 産 と生活 ・生態価値の追求 一環境 と生産の調和 を目指 して 一:野

生 ソバの 自生地 を行 く一 ソバ栽培の起原地 の解明 と野生祖先種の発見一:ウ イルス と植物 の死闘 一サプ レッ

サ ーの発見 一:植 物の病害 との新 たな闘い一有害生物管理法 の開発 にむけて一:熱 帯地域の農業環境 一農

耕空 間の土地生 産力評価 と水分動態 一 ニイネの受粉 一温 暖化に負 けない イネをめ ざす 一
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2.森 林 を理解 する 一 自然 との共生一

私 たちの くら しと森林 一森林 ・人間関係 学の課題 一:熱 帯林 の利用 と保全 一森林 の持続 的利用 法 を求め

て 一:熱 帯樹木 に年輪構造 はあるのか:森 林生態系の提 供す る 「食物一住 み場所」 テ ンプ レー ト:森 林 か

らの学び を資源の持続 的 な再生利用 に活かす 一古 くて新 しいスギ林の研 究か ら一:ラ ン ドスケープ ・プ ラ

ンニ ング&デ ザ インーこれか らの地域 づ くりに欠かせない重 要な理論 ・技術 ・実践 一:森 林 の変遷 と土砂

侵 食 ・降雨流 出一森林の 「緑 の ダム」機能の科学的評価 一:森 林水文学 一水循環 における森 の役割 を知 る

一バ イオマス に地球 の未 来 をかけて一共生 と循環 一

3.木 を活 かす

木 目模様 のサイエ ンスー木 目はなぜ和 むのか?一:木 材 を切 る ・木材 を診断す る一加工 と非破壊診断か ら

みる木材 の有効利用 の途 一:生 物がつ くる繊維 一その構造 と機能 に学ぶ一:分 子 一細胞 一樹 木 一樹木 はな

ぜ巨大 な生命体 になれるのか 一:バ イオマスか ら次世代機能材料 を!一 天然素材の特性 を究め高度有効利

用 をはか る一:木 材の劣化 を制御 す る一環境 と調和 した木材 保存技術 一:木 質バ イオマス リファイナ リー

系の確立 一持続可能 な社会 に向 けて 一

4.食 品 の基礎科学 一伝統 と展開一

21世 紀 の食糧 問題へ の挑 戦一食べ物 で生活 習慣病 を予 防する一:食 品の美味 しさとは何 か?一 味 と食感

の科学 一:酵 素化学 が拓 く食品生物科学 の新 時代 一酵素 反応 の解析 と応用 一:食 品成分 とがん予 防一亜熱

帯 産食材 を中心 と して 一:食 品の脳科学 一ハ ンバ ーガーや 「だ し」の効いた ラーメ ンは,な ぜ美味 しい?

一:低 ア レルゲ ン大豆 食品の創 出一大豆 ア レルゲ ンは ダニア レルゲ ンと兄弟 一:生 活習慣病予 防機能 を持

つ タンパ ク質 ・ペプチ ドを求 めて一新素材 の探索 か ら新機能 の設計 まで一:食 品を造 る一基礎科学 の成果

を食卓 に一:と ころ変 われば食変 わる:鳥 龍茶,紅 茶 はなぜ花 の香 りがす るのか?

5.微 生物 を究める

微生物パワーの源流を探る一未来バイオの構築に向けて一:微 生物機能の新規開発 と産業への利用一暮

らしに役立つ微生物一:未 来型資源利用への挑戦一微生物の総合学的理解と応用開発一:極 限環境微生物

の世界一寒 さ知らずの微生物一:生 命現象の解明一自分を守る生物の知恵一

6.生 命 の基礎科学

生命 とエ ネルギー 一バ イオで健康 を測 る ・電池 を創 る一:生 命現象 のメカニズム解 明 と化学合成:健 康

な体 をまもる しくみ を探 る一ABCた んぱ く質 一:ポ リペプチ ド ・コンフ ォメー シ ョンの化学 一 タンパ ク

質の 「かたち」 と 「はた らき」 を結 びつけ る一

7.飼 育動物の科学

肉質の遺伝 的制御機構 の解 明 と改 良へ の利用 一霜 降 り肉は どの ようにで きるか一:体 細胞 クロー ン技術

の展望 一クロー ンミニブ ター:新 しい飼 育動物 ・実験 動物 の利用 一環境 や食品の安全性 ・食品 の薬理効果

の評価 一:日 本 と世界 の家畜生産 システムを探求す る

8.海 洋 と生物

海の豊か さの仕組 を解 く一瀬戸内海の生物生産 を支 える栄養 は どこか ら来 るのか 一:栽 培 漁業 一水産資

源 をつ くり育て る一:ベ ン トスの謎 をさぐる一分子 が語る海洋無 脊椎動物 の生 きざま一:新 種 を見 つけ よ
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う!一 青 い斑紋 のネズ ミゴチー:水 圏生物 を利用 する一生理活性物 質や機能性食 品開発,環 境 問題へ の貢

献 一:神 秘 のフ ィール ド 「海」 をさぐる一地 の利 を活 か したフ ィール ド研究 一

9.虫 の科学 一人 と昆虫 との関わ り一

ダニ類 の化学生態学 一 コナダニ類 のケ ミカルワール ドー:適 応進化 を リアルタイムで とらえる一侵入 し

たオオモ ンシロチ ョウに対 す る在来天敵 の急激 な適応 一:ハ ダニ とその天敵の攻 防一神 は細部 に宿 る一:昆

虫の情報処理 と動 きのか らくりを探 る:昆 虫に特有 の機能 をか く乱す る殺虫剤 一化学構造 と生理活性 一

10.人 と農業の かかわ り 一農村の再生一

21世 紀 は 「水」の世紀 一水資源管理のあ り方 を探 る一:計 算テ ラメカニ ックス ー月面 ローバ用車輪の性

能予測 一:環 境 を守 るため に国内で食料 を作 る一循環型社会の構築 に向けて 一:農 学知の統合 一農村空間

の未来,そ れは私 たちの未 来 一:人 類の社会 と農業 ・農学一人間 にとって食料 とは何 か,農 業 ・農学 とは

何 か一:森 林 ・人 ・経 済 一森 と人 との共生 をめ ざ して 一:発 展途上 国の農村経済 を研究す る一ア フリカ,中

国,中 近 東,東 南 アジアの農村 は今_一:フ ー ドシステムー農場 か ら食卓 まで一:土 ・人 ・地域 一ワイナ

リー経営 と地域活性化 一

公開講座

「21世 紀京大 の農学」

農学 は人類の ための応用生物学で ある。農業,林 業,水 産業,食 品,水 利,経 済,と その範囲 は大変 に広

く,人 類 のために欠 かせ ない学 問領域 とな っている。京都大学 にお ける農学の研究 は80年 の歴史 を持 ち,

この期 間に培われ,ま た世 に出た研究成果 は彩 しい ものが ある。そ して現在 も最前線の研 究 を進めてい る。

この公開講座で は京都 大学の農学研 究 を広 く紹介す る。

下記の とお り,芝 蘭会館 において開催 され ま した。

10月18日

カ メ ム シの お も しろ生 態 学

大学院農学研 究科教授 藤崎憲治

その臭気ゆえに嫌われ者のカメムシたちだが,と

ても面白い習性の持ち主である。その興味深い生態

の謎を探 ることを通 して,昆 虫の進化を考える。

ll月1日

油 脂 は なぜ お い しいの か

大学院農学研 究科教授 伏 木 亨

油脂は食品のおいしさを左右する重要な要因であ

るが,純 粋な油脂は無味無臭である。なのになぜ強

いおい しさを感 じさせるのか,そ の謎に迫る。

10月25日

動 く遺伝 子 の働 き に迫 る

一 進 化 と突 然 変 異一

大学院農学研 究科教授 谷坂隆俊

生物のゲノム中を自由に飛び回る遺伝子が存在す

る。アサガオの花弁の斑入りやイネのキメラ穂など

を例に,動 く遺伝子の進化上の働 きに迫る。

ll月8日

農 村 の 再 生 その 過 去,現 在,そ して未 来

大学院農学研 究科教授 高橋 強

農村は今,大 きく変貌 しようとしている。高齢化

社会を迎えて,か つての暗い,汚 い,苦 しいイメー

ジの農村から,豊かな自然に恵まれた癒 しの空間と

しての農村の持つ多面的機能の意義を考える。
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収蔵資料散歩

近世 日本の世界図と世界像
山村亜希

江戸時代 以前の地 図は古地 図 と総称 され る。古地

図 は,景 観 を絵画 的 に表現す る ものが主流 であ っ

た。それ らは近世 中期以 降盛 んに出版 されて社会 に

広 ま り,人 々の地理 認識 に影響 を与 えた。現代 の地

図は最新の地理情報 を正 しく伝達するこ とを目的 と

す るが,古 地図の中 には,そ もそ も正 しい地理情報

を表現す ることを目的に していたか どうか も疑 わ し

い,限 りな く風景画 に近 い もの もある。 もちろん,

中 には著 名な伊 能忠敬 の 日本 図の ように,測 量 に基

づいて正確 さを追求 した実測 図 も存在 したが,そ れ

らの多 くは幕府製の公用図であって流通枚数が限 ら

れてお り,量産 される絵画的 な刊行図 に比べて一般

社 会 に与 え る影響 は少なか った。

古地図は,内 容 の正確 さか らみれば,明 らか に現

代 の地図に劣 る。しか し反面,古 地 図 には現代 の地

図か らは読み とるこ とので きない情報が含まれてい

る。古地図 には,出 版者(版 元)や 作者 が認識 した

世 界や 日本,江 戸,京 都 な どの姿が表現 され てい

る。さらには版元が売れ る と見込んだ購買 者層 の地

理認識 が表現 されている。つ ま り,古 地 図には作製

当時の社会の抱いた地理認識が投影 されてい るので

ある。

こ こでは,古 地 図の中で も,京 都大学総合博物館

収蔵 の近世 の世界 図3点 を取 り上 げる。世界 図は,

都市 図・村絵図 とい った表現 範囲が比較 的狭 い地 図

とは違 って,人 間が身体的 に実感 で きないスケール

の空 間を描 く地 図で ある。だか らこそ世界 図には,

人 々が獲得 した世界知識や世界のイメージが色濃 く

表現 され ている と見 るこ とが で きる。

大航海時代 以降の ヨー ロッパは,世 界 の地理知識

を蓄積 し,よ り正確 な世界 図の作製へ の努力 を重ね

てい た。一方,同 時代 の 日本は,鎖 国政策 によって,

世界 に向けては中国 とオランダ とい う限 られた窓口

しか開いていなか った。そのため,ヨ ー ロッパにお

ける最新 の世 界図は,中 国や オラ ンダを経由 して 日

本へ もた らされるこ ととなった。これ らの世界 図は

日本 で改変 が加 え られ,そ の 多 くは刊行 されて一般

の人々の手 に渡る こととなった。世界 図は,鎖 国下

で直接世界 を知 り得 ない環境 において,近 世の 日本

人が世界 をどの ように認識 していたのか を知 ること

がで きる貴重 な資料 である。

近世 の世界 図は,3つ の系統 に分ける ことが で き

る。一 つは仏教系世界 図 と称 される世界 図である。

第1図 は,典 型 的 な仏教 系世界 図 であ る,宝 永7
な んせ んぶ しゅ うばん こ く しょ うかの ず

(1710)年 刊 「南購部州万国掌菓之図」(鳳 潭 作)で

ある。この図 は,仏 教思想 に基づ いて,天 埜(イ ン

ド)を 中心 として,震 旦(中 国)と 本朝(日 本)の

三国か ら成 る三国世界観 を表現 している。この よう

な仏教 系世界 図 は,貞 治3(1364)年 に書 写 された

「五天竺 図」(法 隆寺蔵)が 現存最古 の ものであ り,

少 な くとも中世以来 日本 の伝統的な世界観である と

言 えよう。しか し,第1図 は確 かに三 国が大 きく強

調 され て描 かれている ものの,「 五天竺図」 とは異

な り,そ れ以外の地名 も多 々見 える。例 えば,図 の

北西 には,イ ンケ レル ・フ ランサ ・アルハニヤ と

いった ヨーロ ッパ諸 国の地名 の付 された島々が あ

る。これ らは,近 世 になって ヨーロ ッパ か らもた ら

された新 しい知識 に よって,三 国世界観 が修正 を余

儀 な くされ た結果,加 わった表現 であろ う。第1図

は,中 世か らの伝統 的な世界観 に新 しい外来の知識

が加わ ってで きた,「 近世 的な」仏教系世界図であ

ると言 える。

世界図の第二の系統 は,マ テ オ ・リッチ系世界図

と呼ばれ る。イエズス会宣教師,マ テオ ・リ ッチが
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なんせ んぶ しゆうばんこくしょうかのず

第1図.宝 永7(1710)年 「南購部 州万 国掌菓之 図」(文 台軒宇平 蔵版)117×145cm

こ ん よ ば ん こ くぜ ん ず

万暦30(1602)年 に明 で作 製 した 「坤輿 万 国全 図」

が,清 経由で 日本 に もた らされ,そ の影響 を受け た

世界図であ る。この図 は,東 アジアを中心 に した卵

形の世界図で,そ の中に漢訳 された地 名を記 して い

る。マテ オ ・リッチ は,こ の中 にア ジア ・ヨーロ ッ

パ ・リビア(ア フリカ)・ アメ リカ ・メガラニカの

5つ の大陸 を描 いた。この うち,メ ガラニカ とは南

方 に大 き く描 かれ ている未 知の大 陸を指 す。 この

「坤輿万 国全図」 は 日本 に2点 しか現存 していない

が,そ の うちの1点 は京都大学 附属 図書館 に所蔵 さ

れている。

さて,第2図 は宝 永5(1708)年 「万 国総 界図 」
す は ら や も へ え

(須原屋茂 兵衛 刊)で ある。東 を上 に した縦長の卵

形世界 図で,マ テオ ・リ ッチ系世 界図の一 つであ

る。右下 には,日 本の唯一の世界への窓 口であ る長

崎 のある肥前 国か ら,諸 外 国へ の距離 を示 してい

る。この図は,浮 世絵師 ・石川流 宣の作 であ り,上

部 に中国船 と日本船の絵 が描 かれるな ど,浮 世絵師

第2図.宝 永5(1708)年 「万国総 界図」

(須原屋茂兵衛 刊)125×57cm
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第3図.寛 政8(1796)年 「喝 蘭新訳地球全図」(北 沢伊八 ・浅野弥兵衛 ・岡田新次郎 刊) 56×94cm

らしい絵画的 な表現が見 られる。マ テオ ・リッチ系

世界図 は,近 世 を通 じて繰 り返 し模写 されるほ ど人

気で あ り,幕 末 には約250年 前の古い知識 を更新せ

ぬ まま踏襲 した世界図 もあ った。

世界図の第三の系統 は蘭学系世界 図であ る。蘭学

系世界図 とは,18世 紀半 ば以降,オ ランダ経由で も

た らされた ヨーロッパの世界知識 をもとに描 かれた

世界図の ことをい う。その特徴 は,世 界 を東西両半

球 図 と して描 いてい る点で,情 報 の新 しさ ・正確 さ
おらん

が求 め られた。第3図 の寛 政8(1796)年 刊 「蝸 蘭
しんやくちきゅうのぜ んず

新訳地球全図」は,大 坂の蘭学者である橋本宗吉が

作製 した図である。また,当 時多 くの地図を作製 し
な が くぽ せきすい

た水戸藩の儒者である長久保赤水が この図を校閲 し

た と書 かれてお り,図 の信用度 を高 めている。しか

し,カ リフ ォルニア半 島が細長 い島 として描 かれ,

オース トラ リア大陸 も西側が不分 明であるな ど,作

製か ら半世紀以上 も前の西欧の世界図 をもとにして

お り,必 ず しも最先端 の世界像が描 かれている訳で

は ない。西欧 にお ける最新の地理知識 は,鎖 国下の

日本 においてはタイム リー には導入 されていなか っ

たのであ ろう。

この ように世界図か ら,近 世 日本 において,世 界

が どの ように認識 されていたのかが分か る。中で も

お もしろいのは,こ れ らの多様 な3種 の世界 図の う

ち,い ずれかのみが 「正 しい」世界図 として選択 さ

れたわけではな く,い ずれ もが併存 して受容 されて

いた点 である。中世以来の知識 を残す仏教系世界 図

も,江 戸初期の古い情報があ ま り更新 されずに模写

され続 けるマテオ ・リ ッチ系世界図 も,い ず れ も,

最新の知識 を伝 える蘭学系世界図 と同様 に人々に受

容 され ていた。地 図に正確 さ・新 しさを求 める現代

の価値観 とは異 なる価値観 が,近 世 日本 には存在 し

てい たこ とを,こ れ らの世界 図は教 えて くれ る。

(愛知県立大学文学部講師,前 京都大学総合博 物館

助手 ・地理学)
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総合博物館 レクチ ャー シ リーズ

本 レクチ ャー シリーズ は,平 成14年7月6日 に第1回 目を開催 しました。この時 は,総 合博物館 の客員教

授 であ った韓国の朴宰弘先生(慶 北大学校 自然科学大学生物学科教授)に 「鐙陵 島の植物 と山菜」 とい う

タイ トルでお話 しいただ きま した。それ以 来,一 月にほぼ1度 のペ ースで開催,平 成15年9月 に10回 目を

数 えるまで にな りま した。館の教官や学内外の 第一線 の先生方 に講 師をお願 い しています。また,客 員教

授 の先生がた も協 力 して くだ さ り,10回 の うち3回 は客員教授 による講演 で した。これ まで約500名 の参

加者があ りま した。また,か な りの方が何 度 も来聴 されてお り,フ ィール ド科学 を人文系 ・理系 の広 い分

野 にわた って紹介す る本 レクチ ャー シリー ズに対す る人気 を示す もの と思い ます。前号 までのニュース レ

ターに紹介で きなか った4回 目～10回 目の シリーズについて以下 に簡単 に報告 します。

第4回 「ヒマラヤ高 山の温 室 をつ くる植物,セ ー ター を

着 る植物」ス ピーカー:大 場秀章 先生(東 京大学総合研

究博物館 ・教授),平 成15年2月22日(土 曜 日)

モ ンスー ンの影響 を受けるヒマ ラヤ東部や チベ ッ ト東南

部の高山に適応 した特殊 なかた ちを した植物のス ライ ド

に よる紹介。さらに,こ う した特殊 なかた ちを した植物

の中か ら,葉 の一部が半透明化 して温室の ガラスのよう

にな り,花 や生長点 をその中 に収め る 「温室植物」,葉

や茎 の表面か ら長い毛 を密 生 し,そ れがセ ー ターのよう

に花 や生長点 を包み込 む 「セー ター植物」を取 り上 げ詳

しくその し くみ な どを紹 介 していただいた。

第5回 「Downtotherootoftheanimals(化 石 か ら解 き明 か す多 細 胞 動 物 の起 源)」(英 語 ・日本 語 翻 訳 付)」

ス ピー カ ー:M.A.フ ェ ドン キ ン(ProtM.A.FEDoNKIN)先 生(ロ シア 科学 ア カデ ミ ー ・古 生 物 学 研 究 所 ・教

授),平 成15年3月15日(土 曜 日)

プ レカ ンブ リア代(46億 年前 ～55億 年 前)の 終 わ

り,多 細胞動物 の進化の最初の 頃の様子 につ いて,

講演 を していただいた。約15億 年前 と考 え られる

イソギ ンチャクに似 た化石の紹介は本邦 では初めて

のはず 。約6億 年 か ら5.5億 年前 の地層 か ら発見 さ

れるエ デ ィアカラ化石生物群の紹介,と りわけロ シ

アの白海沿岸 でご自身が発見 された,這 い跡 を残 し

てい る動物 の先祖 らしき化石 は圧巻 だ った。 さら

に,エ デ ィアカラ動物群の 出現直前 に地球は最大規

模の氷河期 に見舞われた ことが最近 明らかになって

きたが,こ の事件 が多細胞動物の繁栄の きっかけ を

作 った との 自説 を述べ られた。
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第6回 「地 下生物 圏の秘 密 を探 る」ス ピーカー=北 里 洋 先生(海 洋科学技術 セ ンター固体地球統合 フロ

ンテ ィア研究 システム ・地球 システム変動研究領域 ・領域長),平 成15年3月29日(土 曜 日)

従来,生 物が ほとん ど生息 してい ない と考 えられていた地下

の無酸 素 ・暗黒 ・高圧 ・高温の環境下で,岩 石の隙間 に多様

な生 き物が生 息 している ことが最 近判って きた。 しか もこの

地下 に生息す る生物 の総量 は,地 表の生物の総量 に匹敵す る

とい う見積 も りさえ出 されているそ うであ る。地下の世界 を

は じめ とす る酸素の無い環境 に住 む生物 たちが,ど こで何 を

してい るのか は,ま だ謎であ る。そ こで,無 酸素 の生物圏の

秘密 を解 き明かすための試料 を世 界中か ら集 めるプロジェク

トが先生の所属研究機関で現在進め られ てい る。無酸素環境

に住 む生物 を調べ るこ とが,じ つ は生命 の誕生 や過去 の地球

環境 や生物進化 を復元 す る上 で も重 要 な鍵 を握 る ことな ど,

豊 かな発想 と夢 のあるお話 を聞けた。

第7回 「原人の世界」ス ピーカー:山 中一郎 先生(京 都大学総合博物 館 ・

館長),平 成15年4月26日(土 曜 日)

今か ら150万 年 ほ ど前 にアフ リカ大陸 に出現 した ヒ トの進化 の一段階 は,

「原人」 と呼 ばれ る。50万 年前 ころには,原 人は石器作 りに新 しい工夫 を

発明 し,木 や骨 で石 を叩 いて割 る ようになる。40万年前 ころには火 の使用

を始 め,さ らに寒い世界 を支配す るようになる。また火が与える光 は,夜

の 闇の世界 を も活動時 間へ と変 える。さ らに,40万 年前,住 居 を構築,さ

らには,恐 ら く肌 に着け る衣類の発明 などを通 して20万 年前 ころには よ

りヒ トらしい生 き方 を とるよ うになった らしい。そ して,次 の進化段 階で

ある旧人(ネ ア ンデ ルター ル人)を 経て,わ た したち と同 じ生物分類 の枠

のなかに入れ られるホモ ・サ ピエ ンス ・サ ピエ ンス(新 人)へ とヒ トらし

さの進化 は続 く。このような,ヒ トら しさの進 化 にとって重要な一段 階で

ある 「原 人」の世界 についてお話 をい ただい た。当時の石器の実物 も披露

していただけた。

第8回 「ArchitektenundGartnerimMikrokosmos(大

型 有 孔 虫 ・熱 帯 の 庭 師 に して建 築 家)」(ド イ ツ語 ・日本

語 通 訳 付)ス ピ ー カ ー=ヨ ハ ン ・ホ ー エ ネ ッガ ー 先 生

(Prof.DrJohannHoHENEGGER)(ウ ィ ー ン大学 古 生 物 学 研

究 所 所 長),平 成15年5月18日 ・日曜 日

海 の中には,有 孔 虫 と呼ばれ る単 細胞動 物がた くさん棲

んでお り,亜 熱帯や熱帯,と りわけサ ンゴ礁の浅い海で

は,最 大直径13cmに もなる。有孔 虫は3億4千 万年前 に

出現 したが,ギ ザの ピラ ミッドの石材 には この有孔 虫が

集 まって出来 た石灰岩 が使 われている。今 日で も,サ ン
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ゴ礁 でつ くられる石灰 質の砂粒 の大部分 は,有 孔 虫が作 った ものである。大型有孔虫 は渦鞭毛藻 な どの藻

類 を共 生 させ ている。その ため,殻 は温室 と しての役 目を果 している。一方で,海 底 では,波 浪 な ど水の

動 きに抵抗 して生 きてゆかねばな らない。そ こで,共 生藻 をうま く飼育 し,し か も環境要 因に も適応 した

様 々な形 ・構造の殻が作 られ る。つ まり,大 形有孔虫 は,温 室 の建 築士 であ り,共 生す る藻類 を栽培す る

庭 師 ともいえる。この ような有孔 虫 について,多 様 で美 しい姿 を多 くの スライ ドで示 しなが ら紹介 された。

第9回 「ランビルの森 一熱帯雨林の生物学 一」ス ピーカー:永 益 英敏先生(京 都大学総合博物館 ・助教授)、

平成15年5月31日(土 曜 日)

轡蒼 と繁 る密林 には高 さ50-70メ ー トルに もなる超高木がそ

びえ,森 林は何 層 もの複雑 な階層構造 を もち,わ ずか100

メー トル四方 の空 間に500種 類 もの樹木が ひ しめ きあって

い るところさえあ る。この ような熱帯 雨林の生態について,

ボ ルネオ島の ラン ビル丘陵 での調査 を中心 に紹 介いただい

た。とりわけ,東 南 アジアの熱帯雨林で は,数 年 に一度,多

数の樹 木が花 をつ け結実す る一斉 開花 とい う現 象が知 られ

てい る。 なぜ,ど の ように起 こるの か,ま だ よ くわかって

い ない。この現 象に焦点 をあて,そ の解 明をめ ざして10年

以上 にわ たって継続 されてい る研究 を中心 に多数 のスラ イ

ドを使 って解説いただいた。

第10回 「化学 の 目で見た生態系 一ア リの社会 と熱帯雨林生物共生系 を中心 に一」 ス ピーカー:山 岡亮平

先生(京 都工芸繊維 大学応用生物学科 ・教授)平 成15年9月27日(土)

昆虫は,様 々な化学物質 をつ くり,触 角で化学物 質 を感知 して生 き,ま た,化 学物 質をたよ りに様 々な生

き物 と共生 している。この ような昆 虫達 の触 角を通 して見 た,情 報化学物 質に よって彩 られた異次元 の"ケ

ミカル ワンダーラ ン ド"に つい てお話いた だいた。地球 上の動物個体 数の1/10を 占める といわれ るア リの

繁栄 の秘密 は,化 学物 質に対す る触角 の検知識別機能 を発達 させ,昼 間だけでな く夜 間で も採餌活動が行

える ようになった こと,さ らにフェロモ ンな どの情報化

学物 質 を生合成,分 泌 し仲 間同士 のケ ミカル コ ミュニ

ケーシ ョンネッ トワー ク(化 学情 報社会)を 作 り上 げた

ことが理 由である と紹 介 された。また,「1997年9月 に

ランビル山での飛行機事故 によ り帰 らぬ 人 となって し

まった,大 切 な友 人,熱 帯生態学 者故井上民二 君(当 時

京都 大学生態学研究 セ ンター教授)」 の言 を借 りれ ば,

「このあた りの熱帯雨林 には地球上 の生物進化1億 年の

歴 史が残 っている」が,そ の例 と して,"ア リをガー ド

マ ンとして雇 うゴキブ リ","行 軍 シロアリの対 グンタイ

ア リ防御法"な ど共生や共進化 のお話 をいただいた。
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京都大学総合博物館 日誌(平 成15年6月 ～10月)

6月13日 第70回 教官会議

6月18日 第16回 運営委員会

6月26日 第16回 協 議員会

6月30日 外国 人研究員 ヨハ ン・ホーエネ ッガー

氏(オ ース トリア共和 国 ・ウ ィー ン大学古

生物学研 究所所長)帰 国

7月10日 外 国人研 究員 ア ラン ・ハ ワー ド ・サ

ヴ ィツキー氏(ア メリカ合衆 国 ・オール

ド・ドミニオ ン大 学生物科学教室助教授)

来学

7月18日 第71回 教官会議

8月10日 招聰外 国人学者 林 良恭 氏(台 湾 ・東

海大学生物系副教授)来 学

8月27日 ～8月31日

夏休 み学習教室(第3回)開 催

9月4日 第72回 教官 会議i

9月ll日 第17回 協議員 会

9月19日 第73回 教官 会議

9月27日 レクチ ャー ・シリーズno.10「 化学の

目で見 た生 態系 一ア リの社 会 と熱帯 雨林

生物共生系 を中心 に一」 開催

10月1日 平 成15年 秋季企画展 「21世紀 京大の

農学 一食 と生命 そ して環境 一」 開催

10月1日(人 事異動)

総 合博物館 か ら転 出

助手 山村亜希

愛知県立大学専任講 師へ

総 合博物館 か ら配置換

専 門職 員 小西 満

医学部庶務掛長へ

他 学部等 よ り転 入

専 門職 員 東 年 昭

医学 部専 門職員 よ り

10月3日 第74回 教官会議

10月9日 外国 人研究 員 ア ラ ン・ハ ワー ド・サ

ヴ ィツキ ー氏(ア メ リカ合衆 国 ・オール

ド・ドミニオ ン大学生物科学 教室助教授)

帰国

10月10日 外国 人研究 員 パ メラ・ジ ョイス ・ア

スキス氏(カ ナ ダ・アルバ ー タ大学人類学

教室教授)来 学

10月18日 ・25日 第14回 公開講座

表 紙

カ ワゴケ ソウ科 の液浸標本

カワゴケ ソウ(川 苔草)科 は奇妙 な植物 であ る。花 をつける植物(被 子植物)で あ りなが ら,渓 流 の水

中の岩 にへば りついて生 え,一 見 して どこが根 で どこが葉 だかわか らない まさに コケの ような植物 だ。資

料の採 集 も分類 も難 しい。熱帯 に比較的多 く,日 本 では鹿児 島県 と宮崎県 に数種が分布す る。この奇妙 な

植物 を日本で最 初 に 「発見」 したのは昭和2(1927)年,今 村駿一郎(当 時京都 帝国大 学大 学院生,の ちに

農学部教授)だ が,そ の報告 とほぼ同時に小 泉源一(当 時京都帝国大学理学部助教授の ちに教授)が 土井

美夫(鹿 児島県立伊 集院中学校教諭)の 採集 品 に基づいて新 種記載 したため先取 権争いの様相 を呈 した。総

合博物館 には小泉が研 究 した土井採 集の標 本が液浸標本 と して保存 されてい る。ポ ドステモ ンとは変 な名

前だが,小 泉が当時カワ ゴケソウ科 をラテン名 をその まま用いてポ ドステモ ン科 と称 していた ことによる。

写真の標本 は植物体が付着 してい た岩 を割 って,破 片 ごと液浸 に した もの。
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